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日本政府は，2015年の 5月にロボットによる生産と生活の革新をもたらすロボット革

命を宣言しました．少子高齢化，生産人工の減少が進展する中，ロボット技術は生産現

場，医療，介護現場など人手不足の解消や過重な労働からの解放，生産性の往生などの

社会課題を解決する可能性を有しています[1]． 

 

こうした中，ロボット単体のみならず，ロボットが ICT 技術と連携することで，より

広範囲で汎用的なサービスが生み出されることが期待されています．本発表では，クラ

ウドやビックデータなどと連携したロボットサービスの潮流[2]をふまえ，こうしたネ

ットワークと接続したロボットがどのようなサービスができるのか，ロボットが Web 

サービス技術や，センサー，IT 技術と組み合わせることで，どのようなサービスが可

能かについての議論を紹介します． 

 

また，ロボットのサービス実現にあたり，人の感性や心理を理解することの重要性が指

摘されています．こうした背景をふまえ，本発表では，感性工学の取り組みや，心理学，

生体情報を利用した Augmented Cognitionなどのアプローチ等新しい試みなどのご紹

介も行う予定です[3-4]． 
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